別記
第２号様式（第４条，第６条及び第９条関係（実施要領第８の１関係））
輸出多角化・新規販路開拓支援事業支援金
実施実績書
（１）申請者概要
	名称：株式会社ＫＣＲ食品
	代表者役職氏名：代表取締役　鹿児島　太郎

	住所：鹿児島市上荒田町22－３

	電話：000-000-0000　※連絡のつく連絡先を記入

	担当者名：鹿児島　太郎
	e-mail：kg.takakuka@gmail.com


（２）輸出実態
	鹿児島県産品の過去３年間の輸出実績（時期・品目・国別）
※　３年以内に該当実績がない場合はそれ以前の実績を記載してください。
時期
品目分類
具体的な品目名
輸出相手国
2023年12月～現在
茶
かごしま茶
フランス
2023年９月～2023年12月
焼酎
○○（銘柄）
アメリカ
　※記入欄が足りない場合は随時追加してください。



（２）事業実績
	自社業務の現状と課題

	●弊社は＊＊＊年に創業し，＊＊を製造しており・・・
　こだわり抜いた県内の材料を使用し，独自の製法により高い品質の＊＊を製造している。

●＊＊＊＊年より，＊＊＊へ輸出を開始した。

●新たな販路として＊＊＊へ輸出をしたいと考えているが，人員体制や費用面等より営業機会を得られていない状況である。また，＊＊＊の輸出規制に対応した商品開発や商品ラベルの言語対応ができていない状況である。



	補助事業の区分
	該当するものに☑(複数選択可) 

	
	☑海外での営業力強化に必要な取組に要する経費

	
	☑海外へ輸出するために必要な製造体制強化の取組に要する経費

	今回取り組む事業でのターゲット国
	※複数国回答可
＊＊＊＊，＊＊＊＊，＊＊＊＊

	新たに
取り組む
内容
※事業実績書では実績を記入
	上記の欄で☑した区分の事業内容を具体的に記入

	
	【海外での営業力強化に必要な取組に要する経費】
1 ＊＊＊展示会へ参加し，自社商品のＰＲ及び現地バイヤーと商談を実施する。
2 上記展示会で商談を実施したバイヤーより試供品の提供や輸送を求められた場合に，自社製品の発送対応を実施する。
※取組内容について写真等を交えて，より具体的にご記入ください

	
	【海外へ輸出するために必要な製造体制強化の取組に要する経費】
3 現地輸出規制に対応するための成分分析及び商品改良を実施。（＊＊＊認証の取得など）
4 現地の言語に対応した商品パッケージ等のデザイン改良。
※取組内容について成果物を交えて，より具体的にご記入ください


　
（３）事業実績スケジュール
	
	令和７年度

	
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月

	①展示会参加
	
	
	
	
	
	商談会へ参加
	

	②輸送対応
	
	
	
	
	
	輸送対応
	

	③-1成分分析・商品改良
	
	
	
	成分分析の依頼
	分析結果の確認
	商品改良
	

	③-2認証取得
	
	
	
	
	
	認証取得における申請

	

	④商品パッケージデザイン改良
	
	
	
	商品パッケージデザイン改良依頼

	商品パッケージデザイン改良

	
	


（４）成果実績
	補助対象事業を行うことによる効果や今後の展開、目標等を記入

	効果：賞味期限を従来より延ばし，英語圏向けを意識したパッケージとすることで，提案力を向上させる。
目標：新規取扱先：２件


- - 1 -= 15 +  \* Arabic
!式の終わりが正しくありません。
 -


